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1 現代医学への疑問～鍼灸医学が正当に理解されていない 

 人間は本来、自分の身体のあり方に決定権をもっており、いかなる病因に関わらず、疾

病に罹った際、どのように処置するかは自由である。自然治癒のみに頼ることも、宗教や

民間医療に委ねることも、そして、仮に医療という手段を選択するとしても東洋西洋のど

ちらの門を叩くのもそもそも自由なはずである。現代日本では、この重要な自由や選択権

が忘れられ、病は悪でありその悪と戦うために、現代医療という絶対的な権限を国から委

託され、善の象徴であるかのような病院の白衣をまとった医師に、金の無駄使いとしか言

いようのない医療保険制度をつかって委ねなければならない。 

 現代医療は、保健財政の破綻の予感、生活習慣病や癌、難病といった不治の病への対処

への限界、高齢化社会への対応などといった国家社会が直面する様々な問題に直面してい

る。これは現代医学への期待が大きいことと同時に、医学が単なる疾病の治療に止まらず

文化文明と密接に関わっているという証左であると考える。現代の病理は現代医学だけで

はとうてい対処できる問題ではなく、過度な期待であるということを国家国民が理解でき

ないことも不思議である。方や EBM は確立されていないが、鍼灸を施すものが日々の臨床

から確実に手応えを得ている鍼灸医療が既に欧米では、国家の医療問題解決の一つの選択

肢になり、世界のスタンダードになりつつある。 

 確かに、この約百年間に西洋医学が日本国民へ健康・衛生面に寄与した功績は多大な評

価に値する。しかし、近年は疾病構造が変化して生活習慣病が主体になり、これまでの現

代医学の対応では十分でないと国民が感じ始め、医療制度に対する不満や医療保険制度の

破綻もささやかれている。日本政府（厚生労働省）が現代まで、西洋化一辺倒で推進して

きた歪みが徐々に現れてきているのだ。 

 現在、医学部教育のコアカリキュラムに「和漢薬の概要説明」１単位が盛り込まれ、2008

年には広告可能な診療科名に「漢方内科」が標榜できるようなったとはいえ、東洋医学が

現代日本の法的・制度的な医学医療に正式に位置づけられている印象はまだ低い。鍼灸師

に関しては「あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゆう師等に関する法律」で身分が保証

されていることさえあまり知られていない。さらに鍼灸治療は医療制度や医療保険で医療

として位置づけられているとは言い難く、国民にも当の鍼灸師に、その社会的な位置づけ

がわかりにくくなっているのが実情である。 

 現代日本における鍼灸のおかれた位置とはどのようなものなのか、この問題を考えるに

はその変遷、特に日本文化・文明が大きな転換期となった近代や第二次大戦後の検証が必

要である。 
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2 結 語～歴史は繰り返す 

 国立国会図書館の文献や各地の公文書館の一次資料などから、日本近代の鍼灸教育に関

する私立鍼灸学校の実在が明らかになり、現代日本の鍼灸専門学校教育の源流が近代の私

立の各種学校であることがわかった。 

 日本近代は明治維新とともに国家の文明開化、富国強兵、殖産興業のかけ声で西洋医学

を急進的に浸透させるために、近代教育制度とともに制度的な試行錯誤を経て展開されて

いった。鍼灸に関しては江戸時代から続いた漢方の消滅の陰で生き残り、医術とは別に「鍼

灸術の営業」という形で国家から監視されながら展開していった。当時の医学は法律制度

や教育制度の進展とともにすでにヒエラルキーが形成されていた。漢方医学は当時の医学

のセクトに組み入れなれることなく消滅した形になったし、鍼灸は医学というカテゴリー

からはほど遠いものであったと考える。近代の医療制度である医術開業試験・医師免許規

則・医学校通則と鍼術灸術営業差許方・鍼術灸術営業取締規則には制度上の大きな違いと

壁があったと考える（図 1）。 

 鍼灸教育に関しては、近代初期に学

校設立の動きが見られるが、制度的な

認可には至らず私塾形式で行われて

いたようだ。制度的医療や学校制度の

整備とともに、国民の健康意識の向

上、様々な療術の勃興といったニーズ

とともに私立鍼灸学校体制が徐々に

整備された。1911 年の取締規則の制

定に後押しされる形で、近代後期がま

さに鍼灸学校教育の黎明期であった

といえるが、学校教育環境が体系的に

整っていたとは言い難い。これらの教

育機関は私塾や講習所（学院）、私立

鍼灸学校（各種学校）、指定学校という一種の階層構造をなしていたと考える。 

 近代において鍼灸という現象は、医学医術とは少々異なるフィールドで展開していった。

しかし、国民の健康意識の変化にともなう療術の流行などとも無縁ではなく、近代日本の

国民のニーズやその時代の社会情勢に影響されていたと考える。特に、戦前戦時下の国家

総動員下においては医療の一端を担っていた一面もあり、その勢いをもとに鍼灸専門学校

の設立が当時の鍼灸関係者の念願であったが近代に実現することはなかった。  

 現代は、福岡地裁判決(1998)後の未曾有の鍼灸専門学校の急増が斯界の大きな問題にな

っている。鍼灸のニーズは不況が追い打ちをかけるように低迷し、急増した鍼灸専門学校

の淘汰という事態も発生しており、学生と教育の質が現実問題として問われている。近代

の私立鍼灸学校もすべて民間経営であり、学生数の確保といった経営面の苦労や良質な教

員による教育の質といった苦労があったようだ。すでにその時代から質が問われていたこ

とが関西で精力的に活動していた明治鍼灸学校の山崎良斎の以下の発言からもわかる１）。 

「鍼灸受験者の数は年々歳々増加しつつあるが合格者の数は年々歳々減少しつつあり、受

験者総数の一割にも足らない状態である。これは受験者の実力不足に基づき、実力不足は

図1  結論

近代医療制度の進展に比べ、鍼灸は制度的
な保証もなく、「営業許可」という異なる形で展
開された。(近代も今も自由市場であった）

•制度的保証

•教育制度医術・医療

• 営業許可・自由市場鍼灸術



社会鍼灸学研究 2010  (増刊号) 

－ 52 － 

無責任なる教師の罪に帰せねばならぬ。実際、今日鍼灸教育界の現状を知る者から見れば

試験成績の不良は当然の結果である。昨今競ふて、生徒募集をなしつつある鍼灸学院に真

に後進者を指導し得る資格あるもの何程ありや、斯界の実際を知る者から見れば実にお話

にならぬ者が多い」。 

 情報の氾濫とともに、変化が著しい先の読めない時代が今後も続く。今後、日本が戦争

に巻き込まれる可能性は皆無といえるのか。日本経済の破綻とともに、急増した鍼灸専門

学校が瓦解してしまっては元の木阿弥である。鍼灸教育の質を高め、土台を強化して長期

的ヴィジョンを描き、中短期的な戦略が求められている。「歴史は繰り返す」ということ

ばがあるように、近代の可能性から学ぶことに意義があると考える。 

 1)山崎良斉．受験者を指導せよ．日本鍼灸雑誌．第 269 号巻頭言．1926:275． 

 

3 本研究の限界と課題 

 国立国会図書館や大学図書館、各地の公文書館を中心に文献検索したが、いわばローラ

ー作戦であったので、時間と行動に制限があった。これまで研究として取り組まれている

わけではなく、一定の方法論があるわけではないが、時間と行動の制限があるなかでも仮

説を検証するための事実の一部は把握することはできた。 

 国家が積極的に関与していない証拠として、国家が残したわずかなデータがかなり不完

全であるということもわかった。事実としてのデータはまだまだ埋もれているという感触

はある。これは、この分野がまだまだ未開な研究分野であり、事実すら検証されていない

ということでもある。 

 本研究は、あくまでも施療者側からの観点が中心であった。近代社会においては、西洋

医学医療より、鍼灸の方が国民に近い存在だったと考える。制度的保証のなかった鍼灸が

生き残ったのは国民の一定のニーズがあったからに他ならない。本研究ではこのニーズま

で知ることはできなかったが、研究を進めながら非常に気になる側面であった。 

 今後、近代国民の鍼灸に対する視線を少しでも明らかにする必要がある。 

 日本近代社会の都市文明における、鍼灸という、限りなく医学・医療に近いが制度外の

現象はおぼろげに捕らえることしかできなかった。そして、このような研究が現代にどの

ように還元できるのかも考えなくてはならない。 

 現代を考えるには近代以後、戦後の変遷がますます気になるところであり、さらなる研

究が求められる。 
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